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２－５　災害時における応急生活支援物資供給等の協力に関する協定

　松川村（以下「甲」という。）と株式会社あづみ野ビバレッジ（以下「乙」という。）は、松川村の地域において地震、風水害その他の原因による災害が発生したとき（以下「災害時」という。）に、相互に協力して村民生活の早期安定を図るため、応急生活支援物資（以下「支援物資」という。）の調達及び供給等に関する事項について、次のとおり協定を締結する。

　（協力事項の発動）

第１条　この協定に定める災害時の協力事項は、原則として甲が災害対策本部を設置し、乙に対して要請を行ったときをもって発動する。

　（支援物資供給の協力要請）

第２条　災害時において甲が支援物資を必要とするときは、甲は乙に対し、乙の保有する商品の供給について協力を要請するものとする。

　（支援物資の供給）

第３条　乙は、前条の規定により甲から要請を受けたときは、保有する商品の優先供給及び運搬について積極的に協力するものとする。

　（支援物資）

第４条　甲が乙に供給を要請する支援物資は、容器入り飲料水とする。

　（支援物資供給の要請手続）

第５条　甲が乙に行う要請は、文書をもって行うものとする。ただし、緊急を要するときは、口頭又は電話をもって要請し、事後文書を提出するものとする。

　（支援物資の運搬）

第６条　支援物資の運搬は、甲若しくは乙又は両者のいずれかが指定する者が行うものとする。

　（支援物資の取引）

第７条　応急生活物資の引渡場所は、甲乙が協議して決定するものとし、当該場所において乙の納品書等に基づき甲が確認のうえ引き取るものとする。

　（費用）

第８条　第３条及び第６条の規定により、乙が供給した商品の対価については、甲が負担する。

２　前項に規定する費用は、甲乙協議のうえ決定するものとする。

　（協議）

第９条　この協定に定めのない事項又はこの協定の実施に当たって疑義が生じた場合は、甲乙協議のうえ決定するものとする。

　この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙双方記名押印のうえ各１通をそれぞれ保有する。

　　　平成21年10月７日

甲　　北安曇郡松川村76番地５　　　　　　　　

松川村長　　平　林　明　人　　印　　　

乙　　北安曇郡松川村7064番地200 　　　　　　

株式会社あづみ野ビバレッジ　　　　　　

代表取締役　三　木　隆　士　　印　　　
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